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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
筐体の前面および上面に備える吸込口と前面下部に備える吹出口とを結ぶ空気通路に、逆
Ｖ字形に配置された室内熱交換器と、送風機とを配設して成る空気調和機において、前記
筐体の前面吸込口に備える吸込グリルを開閉自在とし、同吸込グリルに伝熱体を取付け、
前記室内熱交換器に前記伝熱体を接離自在としたことを特徴とする空気調和機。
【請求項２】
前記伝熱体が、前記室内熱交換器の放熱フィンと同じ方向に長く同放熱フィンと接触する
伝熱部と、同伝熱部を連結すると共に、前記吸込グリルの通気口に対応する開口と、吸込
グリルに取付けるための取付孔を有する取付部とで成ることを特徴とする請求項１記載の
空気調和機。
【請求項３】
前記伝熱部が、前記室内熱交換器の放熱フィンと同じ厚みのフィンを同じ間隔に配置され
、同フィンにパイプを挿通することにより連結して成る一方、前記取付部が、同フィンの
両端に備え、前記吸込グリルに取付けるための取付孔を有するＬ字状の側板で成ることを
特徴とする請求項２記載の空気調和機。
【請求項４】
前記伝熱体を取付けた吸込グリルを開閉駆動する駆動部を設け、同駆動部を前記吸込グリ
ルが冷房時に解放され、除湿時に閉塞されるように制御してなることを特徴とする請求項
３記載の空気調和機。
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【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、空気調和機に係わり、とくに除湿能力を高めたものに関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、空気調和機の室内機は、図３に示すように、筐体１の前面および上面に備える吸込
口２と前面下部に備える吹出口３とを結ぶ空気通路４に、前後に分割して形成され逆Ｖ字
形に折曲された上部熱交換器５ａと同上部熱交換器５ａの下部に連接する下部熱交換器５
ｂとでなる室内熱交換器５と、送風機６とを配設している。
そして、除湿運転時は前記送風機６の回転数を冷房運転時より下げることにより、全冷房
能力に占める潜熱能力の割合を増加させることにより、除湿量を増加させるようにしてい
た。
一般に、この除湿量を増加するには、熱交換器の伝熱面積を増やせばよいことが知られて
いる。しかし、初めから伝熱面積を増やしておくと単位面積当りの通風量が減り冷房能力
が低下するため、伝熱面積をあまり大きくせず冷房能力を重視して除湿能力を犠牲にして
いた。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
本発明は以上述べた問題点を解決し、冷房能力を損ねることなく除湿能力を高めることの
できる空気調和機を提供することを目的としている。
【０００４】
【課題を解決するための手段】
本発明は上述の課題を解決するため、筐体の前面および上面に備える吸込口と前面下部に
備える吹出口とを結ぶ空気通路に、前後に分割して形成され逆Ｖ字形に折曲された上部熱
交換器と同上部熱交換器の下部に連接する下部熱交換器とでなる室内熱交換器と、送風機
とを配設して成る空気調和機において、
前記筐体の前面吸込口に備える吸込グリルを開閉自在とし、同吸込グリルに伝熱体を設け
ることにより、前記室内熱交換器に前記伝熱体を接離自在とした空気調和機としている。
【０００５】
前記伝熱体が、前記室内熱交換器の放熱フィンと同じ方向に長く同放熱フィンと接触する
伝熱部と、同伝熱部を連結すると共に、前記吸込グリルの通気口に対応する開口と、吸込
グリルに取付けるための取付孔を有する取付部とで成る空気調和機としている。
【０００６】
前記伝熱部が、前記室内熱交換器の放熱フィンと同じ厚みのフィンを同じ間隔に配置され
、同フィンにパイプを挿通することにより連結して成る一方、前記取付部が、同フィンの
両端に備え、前記吸込グリルに取付けるための取付孔を有するＬ字状の側板で成る空気調
和機としている。
【０００７】
前記伝熱体を取付けた吸込グリルを開閉駆動する駆動部を設け、同駆動部を前記吸込グリ
ルが冷房時に解放され、除湿時に閉塞されるように制御してなる空気調和機としている。
【０００８】
【発明の実施の形態】
以上のように、本発明の空気調和機においては、筐体の前面吸込口に備える吸込グリルを
開閉自在とし、同吸込グリルに伝熱体を設けることにより、室内熱交換器に前記伝熱体を
接離自在としたので、冷房運転時は室内熱交換器から伝熱体を離間し、除湿運転時は室内
熱交換器から伝熱体を接触させることにより冷房能力を損ねることなく除湿能力を高める
ことができる。
【０００９】
以下、図面に基づいて本発明による空気調和機を詳細に説明する。
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図１は本発明による空気調和機の一実施例を示す要部側断面図であり、（ａ）は冷房時、
（ｂ）は除湿時の配置を示している。
図に示すように、本発明による空気調和機は、筐体１の前面および上面に備える吸込口２
と前面下部に備える吹出口３とを結ぶ空気通路４に、前後に分割して形成され逆Ｖ字形に
折曲された上部熱交換器５ａと同上部熱交換器５ａの下部に連接する下部熱交換器５ｂと
でなる室内熱交換器５と、送風機６とを配設している。
前記筐体１の前面吸込口２には吸込グリル７が同吸込グリル７に備えたピン７ｂにモータ
９にリンクするリンク棒９ａを係合して開閉自在に設けられており、同吸込グリル７には
伝熱体８が固定されている。
この伝熱体８は吸込グリル７が閉じると前記下部熱交換器５ｂの風上側に接触し、開くと
離間するようになっている。
【００１０】
図２は本発明による空気調和機の伝熱体８の一実施例を示す図である。
図２－（ａ）の実施例では、前記伝熱体８は、前記室内熱交換器５の放熱フィンと同じ方
向に長くして同放熱フィンと接触する伝熱部８ａと同伝熱部８ａを連結すると共に、前記
吸込グリル７の通気口７ａに対応する開口８ｂ１と、吸込グリル７に取付けるための取付
孔８ｂ２を有する取付部８ｂとで構成されている。図２－（ｂ）の実施例では、伝熱部８
ｃが前記室内熱交換器５の放熱フィンと同じ厚みのフィン８ｃ１を同じ間隔に配置され、
同フィン８ｃ１にパイプ８ｃ２を挿通することにより連結して成る一方、取付部８ｄが、
同フィン８ｃ１の両端に備え、前記吸込グリル７に取付けるための取付孔８ｄ１を有する
Ｌ字状の側板８ｄ２で構成されている。
【００１１】
以上の構成において、つぎにその動作を説明する。
冷房時には前記モータ９を制御して、図１－（ａ）に示すように、吸込グリル７を解放し
、同吸込グリル７に固定された伝熱体８を室内熱交換器５から離間して伝熱面積を小さく
すると共に、送風機６の回転を上げて送風量を増やすように制御される。
これにより、吸込口２から吸込まれた大量の空気が短時間室内熱交換器に触れて送風され
るので冷房能力が高められる。
また、除湿運転時には前記モータ９を制御して、図１－（ａ）に示すように、吸込グリル
７を閉塞し、同吸込グリル７に固定された伝熱体８を室内熱交換器５に接触させて伝熱面
積を大きくすると共に、送風機６の回転を下げて送風量を減らすように制御される。
これにより、吸込グリル７より吸込まれる空気は、伝熱面積の広い伝熱体と室内熱交換器
に長い時間触れるので、結露が多くなり、除湿能力を増大することができる。
【００１２】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明による空気調和機によれば、筐体の前面吸込口に備える吸込
グリルを開閉自在とし、同吸込グリルに伝熱体を設けることにより、室内熱交換器に前記
伝熱体を接離自在としたので、冷房運転時は室内熱交換器から伝熱体を離間し、除湿運転
時は室内熱交換器から伝熱体を接触させることにより冷房能力を損ねることなく除湿能力
を高めることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明による空気調和機の一実施例を示す要部側断面図であり、（ａ）は冷房時
、（ｂ）は除湿時の配置を示している。
【図２】本発明による空気調和機の伝熱体の一実施例を示す図である。
【図３】従来の空気調和機を示す要部側断面図である。
【符号の説明】
１　筐体
２　吸込口
３　吹出口
４　空気通路
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５　室内熱交換器
５ａ　上部熱交換器
５ｂ　下部熱交換器
６　送風機
７　吸込グリル
７ａ　通気口
７ｂ　ピン
８　伝熱体
８ａ、８ｃ　伝熱部
８ｂ、８ｄ　取付部
８ｂ１　開口
８ｂ２、８ｄ１　取付孔
８ｃ１　フィン
８ｃ２　パイプ
８ｄ２　側板
９　モータ
９ａ　リンク棒

【図１】 【図２】
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